
　“生徒指導”と聞くとどのような印象を持つでしょうか？

「生徒が先生に怒られること」を想起する方がいらっしゃるかも

しれません。確かにドラマに出てくる生徒指導や生活指導の先生

は「怖い」イメージの先生が多いですね。

　学校や教職員向けに文部科学省が作成している『生徒指導提要（以下提要）』というものがあります。い

わば、教職員にとって、指導の手引きともなる基本書になります。提要によると“生徒指導”は「社会の中

で自分らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的に成長や発達する過程を支える教育活動…」と

定義されています。つまり“生徒指導”は、決して指導的（怒られる）ではなく、子供たちの成長や発達を

見極め、支えていくことを主とした教育活動ということになります。

　また提要には、“生徒指導”の目的が以下のように掲げられています。

　これを見ると、「幸福追求」、「自己実現を支える」等々…、子供たちの将来を見据えた言葉が並び、冒

頭に示した「怖い」というイメージとはずいぶん印象が違うと思います。学校の先生方はこうした目的に資

するため、日々子供たちと向き合っています。さらに提要には、子供を支えるために周りの大人たちがチー

ム（チーム学校）になることの重要性も示されています。私は、全ての子供の幸せな未来のために、関わる全

ての大人たちがチームで子育てを行っていくことが“生徒指導”において重要であると認識しています。前

回の教育センターだより（６０号）に「子供たちのために周りの大人たちの力をつなぐ」と記させていただき

ました。佐倉市教育センターはまさに、チームで子供たちを支え、育てていくことを理想としています。

　今の子供たちが大人になるころ、社会はどのように変化しているのでしょうか。グローバル化、デジタル

化はさらに進んでいるのでしょうか。戦争のない世界になっているでしょうか。将来子供たちが、多様な価

値観の中で、誰もが生きがいと幸福を感じられるような素敵な社会の創り手となって輝く…。教育センター

はそんな理想と期待を胸に、個の特性に応じた教育、成長や発達を促す支援を進め、現代の子供たちを輝く

未来に送り出すお手伝いをしたいと考えています。子供たちの将来の幸福と自己実現のために…。








